
錦清流小コミュニティスクール通信 岩国市立
錦清流小学校

202４年度

４月号（№２）

和やかな入学式でした
４月９日（火）、入学式を挙行

しました。式辞の中で一人ずつ名
前を呼んだのですが、「はい」と
手を挙げて起立する姿に、思わず
頬が緩んでしまいました。「さら
に賢く優しくなってほしい」、「笑
顔や行動で地域を元気にしてほし
い」、と思いを伝えました。
式の後、下校時に「さようなら、

また明日」と声をかけると、もの
すごく元気にそしてにこやかに「さようなら！」と返してくれました。この笑顔を守って
いかなくてはと、思いを強くしました。
お忙しい中ご出席いただいた来賓の皆様、保護者の皆様、ありがとうございました。

全校写真を撮りました ４月１０日（水）校庭にて。みんないい顔です。



委員会活動、今年も頑張ります
今年度から、朝の時間をきちんと区

切り、７：５０～８：０５の１５分間
を委員会活動（低学年は学活）の時間
として設定しました。各委員会が学校
生活のために必要な仕事や、学校をさ
らによくするための活動をしています。
委員会活動を活性化することで、様々
な経験と知識、そして有用得ることが
できると考えています。
４月１１日（木）の身体測定では、

保健委員の児童がみんなの前で測定の
方法を説明しました。保健委員の児童
は事前に準備をし、朝からリハーサル
をしてこの時間に備えました。説明時には、少しでもわかりやすいようにと、みんなに見
せるための紙を用意したり、実際にやって見せたりして、とてもよく頑張りました。
しかし、本校の児童ならもっとできると私は信じています。ふりかえりをし、次の機会

では今回よりも上手にできるよう、自分や集団を高めていってほしいです。

全国学力学習状況調査を実施しました
４月１８日（木）、全国の小学６年生が国語と算数の同じ問題に挑みました。最近の問

題は、一問一答式ではありません。長文を読み、絵や表やグラフを読み取り、必要な情報
を取捨選択し、自分の言葉で説明しなくてはなりません。学年が上がるにつれ、その傾向
は顕著になります。問題例を挙げてみます。（令和５年度全国学力学習状況調査問題より）
これは国語ではなく算数のテスト

です。計算をする前に、読解力がな
ければ、そこで止まってしまいます。
普段から、文章に触れる機会をもつ
ことがとても重要です。
しかし、読書量と読解力には相関

性が見られないことがわかっていま
す。つまり、本を読むだけでは読解
力が身につかないのです。必要なの
は、インプットとアウトプットをセ
ット行うことです。例えば、本を読
んだら（インプット）、その本がどの
ような内容であったのかを口頭で説
明したり、文章を書いたり（アウト
プット）するのです。本にこだわる
必要はありません。YouTubeなどの
映像や漫画でもかまいません。「どう
思う？」「何がわかった？」等尋ね、
アウトプットをさせてください。
その際気をつけることは、答えをじっくり待つこと、そして評価をきちんとしてあげる

ことです。論理的な（感情的にならない）正しい評価は、次への意欲を生みます。ご家庭
での日々の気遣いで、学力は向上していきます。


